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〈学界動向〉
中国の宗教建築に関する諸研究の展開と今後の展望
──日中研究者による視点と手法をめぐって──
張 旭
Ⅰ．は じ め に
宗教は人類の思想上の信仰であり，精神的な文化である（1）。人々は生活に対する願いと憧れが
長年を経て多様な信仰になり，最後に宗教になった。いわゆる宗教は，人々の希望を託す無形の
精神文化である。それに対して，仏経，経典，仏像，神像などを除いて，各地に建てられる寺，
祠，社，観，廟，教会は宗教を具現化する有形文化の一種と言える（2）。そのため，宗教建築は，
単なる信仰を託す場所のみならず，都市や地域の歴史，文化を後世に伝えるための大切な施設と
言っても過言ではない。
中国は長い歴史をもつ多民族国家である。国土が広大で，宗教の種類も多様である。中国の代
表的宗教は道教，仏教，イスラム教，キリスト教，民間信仰の 5つである。これらの宗教の起
源，発展，拡大のプロセスは史書や地方志に記録を残してきたのみならず，各地に保存されてい
る宗教建築はその宗教の表象でもある。特に，北京，南京，西安のような古い歴史をもつ都城起
源の都市では，歴代の統治者によって宗廟建築（3）と祭祀建築（4）が数多く建てられてきた。これら
独特な歴史的建造物は，特殊な宗教建築としてこの展望でいくつかの問題を取り上げて論じた
い。
しかし，20世紀半ば建国（1949年 10月 1日中華人民共和国建国）当初，中国では北京の旧市
街地の城壁，牌楼，寺廟の保存と廃棄をめぐって，学界と政府の間に激しい論争が行われた（5）。
また，1960年代の文化大革命期に各地の宗教建築は大量に破壊され消失してしまった。1978年
から始まる中国の改革開放政策による中国経済の急成長は，都市内部で大規模な開発を進められ
ている。これらの都市の開発によって多くの歴史建造物が消し去られてきた。さらに，21世紀
初めの十数年間の中国各地の都市は，コンクリートと鉄骨の高層ビルが林立する風景に変化し，
都市景観の均質化が指摘できる。それぞれの都市のもつ個性的地域文化が衰退してきている（6）。
このような現象を解釈すれば，グローバルな文明（現代都市の建築の文化）が地域文化に圧勝す
る流れと総括できる（7）。近年，上述の問題に対して，「都市の名刺」と言われる歴史的建造物の
保存と保護が，中国の都市改造の進行に伴い重視されている。とりわけ宗教建築はその代表的建
造物のひとつである。
一方，都市に関する研究では，都市の立地，計画，街づくり，商業市街区，住宅区，遊郭など
を研究対象にする著書と論文は数多いが，宗教建築を研究対象にする研究はこれまであまりみら
れなかった。それにもかかわらず，宗教建築にかかわる諸問題の解決は都市計画の合理性，市街
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地改造の可能性，都市景観の形成にとって無視できないものと考えられる。
本稿の目的は，中国の宗教建築を扱った日本と中国の 1980年以降代表的な書籍と論文を論評，
紹介しつつ，中国の宗教建築の発展の道筋を把握することにある。特に日中研究者による視点と
手法をめぐって中国の宗教建築に関するこれまで行われてきた諸研究の動向を概観し，将来の研
究方向への展望を試みる。第Ⅱ章では中国における道教建築，仏教建築，イスラム教建築，民間
信仰建築，宗廟建築の発展史を述べる。第Ⅲ章では建築学，歴史学，地理学における宗教建築の
研究手法，注目点を列挙する。第Ⅳ章は将来の歴史地理学における宗教建築の研究方向を考えて
いきたい。
Ⅱ．中国における宗教建築の発展の道筋
（1）道教建築
最初に中国大陸で出現した宗教は道教である。後漢（25～220）の張陵は道教を創始し，老子
を始祖として供養し始めた。この時期の道教建築の様式は史料に記録されていないが，恐らくは
漢代の宮殿と同じ様式で建造されたのではないかと思われる。
また，唐（618～907）の皇帝の姓は老子（李耳）と同じ「李」である。それゆえに唐の皇帝は
老子を先祖として供養し，道教をあがめてきた。唐の武徳 3（620）年に老子の廟を建て，乾封
元年（666年）老子を「太上玄元皇帝」と称し，開元 29（742）年長安と洛陽の両京と各州に
「玄元皇帝」廟を置いて，老子の呪文を偽造し，開元を天宝に改称した。天宝 2（743）年，詔に
より長安の老子廟を「太清宮」に改称し，洛陽の老子廟を「太微宮」に改め，各州の廟は「紫微
宮」に改称した（8）。唐代に盛んになった道教に基づき道教建築が雨後の筍のように創建された。
道教の経典である『道徳経』は先秦時代（BC.221年以前）に完成したが，道教建築の具体的
な様式を記載する史料は少ない。最初に道教建築を記載した史料は，唐代の『長安志』，『唐会
要』，『唐語林』，『唐六典』である。唐代の道教建築は朝廷から様式について統一的制約を受けて
いた（9）。その一例が屋根は瑠璃瓦で敷くことである（10）。また，『長安志』（11）の記載によると，太
清宮と宮殿の空間配置はほぼ同じである。中心軸の中央庭園と建築群，そして付属庭園と建築群
に取り囲まれている。主殿は「聖祖殿」を呼ぶ（12）。柱間は 12間だが，記録の誤りかもしれな
い，11間とする説がある。東側の建築は歴代の皇帝を供養し，建築と礼儀の規制は太廟と同じ
である（13）。『唐会要』，『唐語林』と『唐六典』の記載によると，当時の観の正門はほとんど門楼
（門の上に楼閣がある）の様式で，街に面する。主殿を天尊殿，老君殿と呼ぶ。また，精思堂
（観主＝住職が住む場所）もある。厳かな儀式を行うために主殿の前に建立し，また三方に階段
がある台を張り出すともある（14）。このような設計は後世の宋代，元代の道教建築にも見られる。
宋代（960～1279）の李誡は『営造法式』（1103）の中で，道教建築の様式，規模，材料などを
詳細に記載している。後世の宗教建築方法と使用材料を明確に規制している。そして宋代の建築
意匠と様式などの要素については，後世の元，明，清の建築にも踏襲された。
金代の王嘉の『重陽立教十五論』（1115～1234の間に成書）と元代の王鹿庵『真長観記』の
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『甘水仙源録』（1288）の記載によると，初期の道教の教えは倹約主義であった。その時代の道教
建築は茅葺で簡潔で，素朴な様式を求めた。しかし，元代（1260～1368）の統治者は道教の不老
不死の術（不老不死の丹薬をつくることができるという伝説）を信じるため，朝廷は道教を保護
し，支持した。そのため，全国で大規模な道教建築が建てられた。道教の教えは徐々に倹約主義
から贅沢主義に変わっていった。
さらに明代（1368～1644）の歴代皇帝は不老不死の丹薬の製作に夢中になっていたので，元代
から明代にかけて道教の影響力が強化され，全国に道教建築が広がっていった。王世貞『弇州続
稿』（1599），元代の黄縉『黄金華集』（13世紀末～14世紀初）巻 14『龍虎山仙源観記』，元代の
李志全『天壇十方紫微宮結甍殿記』の記載によると，元代や明代の道教建築は仏教建築を使用す
る事例が多く，また仏教建築の伽藍様式を模倣して建設された道教建築も少なくない。山間部の
道教建築は中軸線によって左右対称の伝統的な中国合院式ではなく，地形に沿って左右不対称の
場合もある。ただしこの時期の道教建築は大いに発展したが，独自の建築様式の特徴とはなって
いない。
『清史稿』（1927）によると清代は明代の道教建築の様式を継承したが，もともと漢民族の道教
は統治者である満民族の財政上の支援を受けられず，また多数の民間信仰と合体し小規模な廟や
宮が多数建設された。さらに，北方の道教勢力は南方に移り，建設の場所も山林ではなく，都市
部や市街地へ移動して，道教は再び一般民衆に向けの世俗宗教になった。南方の漢民族の居住地
で道教の信仰は盛んになっていた。道教勢力の衰退による建築規模の縮小は，清代の道教建築の
特徴と言えよう。
（2）仏教建築
仏教は後漢永平 10（67）年にインドから洛陽の白馬寺に仏像と経典が輸入されたことに始ま
る（15）。『魏書』釈老志の記載では，洛陽で白馬寺を建設し，豪華な仏塔を造り，精緻，奇妙な壁
画を描き，建造物は四方式で十字交差の空間配置にし，宮，仏塔などの建設は天竺の旧制度に従
って建造された。この仏塔は中国最初の仏塔と言える。『後漢書』巻 103・陶謙伝によると当時
の寺は「祠」と呼ばれ，塔を「浮屠」と呼んでいる。当時の寺は敷地の中央に塔があり，周囲に
庭があって，外周は廊下と堂と閣によって結ばれている。後の北魏の永寧寺と日本の飛鳥時代以
降の梵寺を参照すると，漢代の寺院の空間配置は古代インドと同じ十字交差で，塔を中心に建物
を周りに配置したものと推測できる。
南北朝時代には戦乱と滅仏運動によって大量の仏教建築が焼失した。
隋代は全国統一を実現した後，仏教の復興を専念している。『両京新記』，『長安志』，『隋書』，
『続高僧伝』によって隋の文帝が都城の大興で寺院 100宇の建造計画がなされた。実際に造った
のは 120宇を超えたという。後の唐の長安城内の半分以上の寺院は隋の文帝の時期に建造されて
いる。特に屋靖善坊大興善寺の規模は坊一つを占めている。当時の大興城は中国の仏教の中心都
市となっている。
唐代初期の統治者は道教を信奉し，仏教は衰退していた。唐太宗後期，唐の玄奘は天竺から仏
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教の経典を唐に持ち込んで，徐々に統治者の意識を改めさせ，仏教の復興を試みた。唐以前の仏
教建築の様式は等級別で建てられたかどうかは史料においてまだ明らかになっていないが，『旧
唐書』，『唐会要』『宋高僧伝』の記載によると唐代の寺院は階級に合う建築様式のランクが形成
したのみならず，官（16），庶（17）の二種類に区分された。『寺経』，『戒壇経』の記載によると，唐代
の寺院の空間配置は漢代の仏塔を中心に四周が廊下で囲む様式から，中軸線で左右対称とし，中
心部の中院を中心として別院を建設する様式に変化した。中軸線の道路と並行して，東西 1本ず
つの 3本南北方向の道路と東西方向の若干道路によって，条坊制のミニ長安城を構成している。
宋，遼代，金，西夏の時代の仏教は，朝廷が民衆を支配する道具に過ぎない。宋代は建国当初
に仏教を振興するが，寺院と僧侶の数が多すぎて国の財政に大きな負担となった（18）。しかし，
宋代中期になると軍費を徴収するために僧侶に対する免役税を加えた。急に大量の度牒（19）を下
す場合もある（20）。このような政策は短時間に財政難の問題を解決できるが，僧侶の数の急増問
題がまたしても浮上する。宋代後期になると，また寺院の建設と僧侶の増加を抑えざるを得なく
なった（21）。宋代は儒学に対する崇拝が絶対的な時代である。宋代の仏教建築は「子院制度」（22）に
従い，これは儒学の論理道徳思想の影響を受けた一例である（23）。さらに，南宋の寧宗淳煕
（1194-1224）の時，「五山十刹」を制定した（表 1）。これによって寺院の等級を設定し，他の寺
表 1 南宋禅宗における五山十刹
五山 所在地 山 創設年代 改築年代
興盛万寿寺（径山寺） 臨安（杭州） 径山 唐 天宝初年（142）
景徳霊隠寺 臨安（杭州） 北山 東晋 咸和元年（326） 宋景徳四年（1007）
浄慈報恩光孝寺 臨安（杭州） 南山 後周 景徳元年（954） 紹興九年（1193）
太白天童景徳寺 明州（寧波） 太白山 晋 永康年間（300）
広利寺 明州（寧波） 阿育山 南朝宋 元嘉 2年（245） 宋大中祥符元年（1008）
十刹
天聖万寿永祚寺（法浄寺） 臨安（杭州） 中天竺山 隋 開皇 17年（597）
護聖万寿寺 呉興［浙江］ 道場山
太平興国寺（霊台寺） 南京 蒋山 梁 天監 13年（514）
報恩光孝寺（万寿寺） 平江（蘇州） 万寿山 紹興九年（1139）
資聖寺（雪竇寺） 奉化［浙江］ 雪竇山 晋
龍翔寺 永嘉［浙江］ 江心山
崇聖寺 閩侯［福建］ 雪峰山
宝林寺 義烏［浙江］ 黄雲山 梁 大同 6年（540）
雲厳寺 平江（蘇州） 虎丘 隋 仁寿元年（601）
国清教忠寺 ［浙江］ 天台山 隋 開皇 18年（598）
注：郭黛䑓『中国古代建築史 第三巻』，中国建築工業出版社，2003, 254頁の内容により作成。
（ ）は現市名 ［ ］は省名
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院の見本となる。中でも禅宗の「五山十刹」がもっとも有名であった。これらの寺院の創設は宋
代ではないが，宋代に禅僧寺院に改め，建て直し，増築が多い。
一方，遼，金，西夏は，漢民族の先進的な農耕文明を学ぶ際に，仏教も受容した。同時に，こ
れら少数民族政権の統治者は，仏教が流布した地域を基盤とする漢民族の思想を操る良い道具で
あることに気付いていた。
（3）イスラム教建築
劉䇴『旧唐書』（945）によると，唐の高宗永徽 2（651）年，唐は大食（アラビア帝国）と外
交関係を確立した。しかし，この年にイスラム教は中国に入ったとは言えない。杜佑『通典』
（801）の杜環『経行記』の西アジアと中央アジアに関する記載の中に「大食に礼堂があり，数万
人が入れる」の記述がある。ここの「礼堂」はモスク（礼拝寺，清真寺）である。現存の最も古
いモスクは唐玄宗天宝 12（753）年に建設された広州の獅子寺（懐聖寺），泉州の麒麟寺（清浄
寺），杭州の建凰寺（真教寺）である（24）。ペルシア人 ibn-Klinrdādh-bih（25）『邦国道里志』（848）（26）
とアラビア人の著書『蘇莱曼東遊記』（851）によると，陸のシルクロードが突厥，契丹によって
途絶されたが，海のシルクロードを通して中国沿海都市で商業活動と教団活動が行われてきたこ
とがわかる。イスラム教建築の伝来は唐代の初期と推定される。
13世紀のモンゴル帝国の奮起によって，陸上交通はユーラシア大陸を貫通した。これによっ
て，大量のアラビア人が中国に移民していった。漢，モンゴル族と通婚して回民族が誕生した。
元代ラシードゥッディーン『史集』（1300～1310）（27）では，元代の省 12のうち 8省がイスラム教
団の活動があることを記載している。モスクの最も多い都市は中国の沿海部に集中する。
明代初期には，アラビア，ペルシアと頻繁的な国家的交流が維持されていた。これによって中
国の沿海都市から江南地域まで，大量のモスクが各都市に建てられた。また，北西の内陸部にあ
る寧夏は明代嘉靖時期の『寧夏新志』（1501）によると，大量のモスクが明初期に寧夏に建設さ
れ，モスクは王府，貴族の邸宅とほぼ同じ面積を持っている。これらのイスラム教宗教建築はア
ラビア，ペルシアのイスラム建築様式と漢民族の木造建築とが融合して，独自の建築様式を形成
している。モスクは回民族のイスラム教建築である。また，中国の陸路から伝来してきたイスラ
ム教建築は，ペルシア，突厥，契丹の建築様式を融合して，新疆にイスラム教建築が建設され
た。新疆の伊犁に現存している瑪札（28）と呼ばれるイスラム教の墓は，元代に建てられたイスラ
ム教建築の代表である。最後に瑪札とモスクの建設と建築用途の融合は，元代と明代の特徴と言
えよう。もともと祭祀と礼拝二つの用途を一つにするのはイスラム教の固有の建築文化ではな
い。漢民族の墳廟制度と東イランの塔廟制度と関連性がある（29）といわれている。
（4）民間信仰建築
民間信仰建築は主に壇と廟の二つに分けられる。壇と廟は神々を祭祀する場所である。土台の
上に屋が建てられない場所は壇と呼び，屋が建てられて祭祀する場所は廟と呼ぶ（30）。中国の壇，
廟は原始社会の末期から現れていた。長い時間を経て，壇，廟は統治者の政治目的によって道
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徳，礼儀，論理，秩序などのような精神的な意思が加わるようになり，民間の信仰施設として使
用されるのみならず，徐々に政治に利用される施設となった。政治的な価値があるため，都城，
府県の建設においては重要な位置を占めている。
『元史・祭祀志』（1370）によると，元代の皇帝は祭祀を軽視していた。そのため，壇や廟の建
設は重視していなかった。一方，漢民族の伝統と文化の継承者の権威を誇示する明代の皇帝は，
儀式，礼儀の制定，壇や廟の建設に夢中になっていた。『明史・礼志』（1739）の中に祭祀用の
壇，廟は十数種類が記載されている。天地，日月，城隍，孔子，関羽，山，川，土地，水，火の
ような自然と英雄を崇拝していた。明代は民間信仰の最盛期であり，民間信仰建築の数もこの時
期に頂点に達する。
清代は民間信仰建築に対する整理と合併によって『大清通礼』（1756）の記載によると，「天，
地，日，月，先農，先養，社稷」，「風，雲，雷，雨」など自然の神を祀る壇，廟は都城に置か
れ，「五岳，五鎮，四海，四涜」の廟が各地に建てられる。清代は英雄を祀る祠，廟の数が最も
多い。
（5）宗廟建築
宗廟建築は中国の皇帝が自分の先祖を祭る場所である。周，秦以前の時代は史料不足のため，
宗廟建築の様式と空間配置は不明の部分が多い。前漢は皇帝が各自に自分を祀る廟を建てる。そ
の末期になると，「一廟，同堂，異室」の様式に変更し，後漢に「一廟，同堂，異室」の宗廟の
建築様式が決められた。そして，後世にはこのような建築様式を見本として宗廟を建てられるこ
とになった（31）。歴代の儒生（32）は一区域で 7つの廟か 9つの廟を建てることを唱えていたが，王
莽，曹魏，明代嘉靖のみが一時的に実施したにすぎない。なぜなら祭祀に不便であるからだ。
三国時代の蜀と呉では，宗廟が建てられたが，史料の紛失のため，宗廟様式の考証はもはやで
きなくなった。
『晋書・武帝紀』（648）と『魏書・礼儀志』（487）の記載によると，魏晋，南北朝の宗廟建築
図 1 南北朝東魏高歓太廟復原図
（傅熹年『中国古代建築史 第 2巻』，中国建築工業出版社，2001, 120頁）
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は，図 1のように三重の壁に囲まれ，四周にそれぞれの 5つの柱間をもつ門屋を建てる。中央の
3つの柱間を 3つの門を開け，内側の二重目の壁は回廊として建設し，真ん中の宮殿が 16の柱
間（16軒の室をもつ）を持つ壮大な建造物群である。明堂は天帝を祀る場所である。魏晋南北
朝は動乱の時代，財政が厳しくなり，政権の更迭も頻繁である。そのため，明堂の建設はほとん
どみられない。
『隋書』によると，隋代の宗廟建築は，魏晋以来の「同堂異室」の様式に従って，三重の壁に
囲まれ，四週にそれぞれの 5つの柱間をもつ門屋を建て，中央の 3つの柱間を 3つの門を開け，
真ん中の宮殿が 7, 8間の柱間を持つものである。
唐代は隋代の宗廟建築の様式を継承し，王朝の時間が長いので，中央の宮殿の室が多い。細長
い形となった。
宋代の宗廟の中央の宮殿も細長い形で建設された。
元代初期はモンゴルの古い風俗にしたがって先祖を祀るが，中統 4年（1263）初燕京に太廟を
表 2 元・明の宗廟建築の規制
元代・明代宗廟建築の規制 首都 規制内容 原因 空間配置
至元 4（1277）年 大都 前殿後寝 『周礼』に従う 宮殿 7軒，奥行 5軒
洪武元（1368）年 南京 四親廟，左祖右社 元代と区別 不明
洪武 9（1376）年 南京 前殿後寝，同堂異室 太廟の建設
前殿は衣冠を設置寝
殿 9軒，神主を設置
永楽 18（1420）年 北京 前殿後寝 遷都 南京同
弘治元（1488）年 北京 䜼廟 宗廟制度改革 䜼廟を設置
嘉靖 14年（1535） 北京 九廟，太祖だけが䜼廟あり 宗廟制度改革 前殿 5軒，寝室 3軒
嘉靖 20年（1541） 北京 同堂異室 火災で焼失 一殿 9室
注：潘谷西『中国古代建築史 第 4巻』，中国建築工業出版社，1999, 151頁の内容により作成。
図 2 『大明会典』による南京太廟図
（潘谷西『中国古代建築史 第 4巻』，中国建築工業出版社，1999, 151頁）
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建て，最初は「西尊東卑」の順で霊位を並べていた。しかし泰定元年（1324）に『周礼』にした
がって「東尊西卑」の順で霊位を並び改めた。至元 4年（1277）大都に太廟を建てる。規制は
「前殿後寝」宮殿は 7室，奥行 5室で，金代宗廟の建築様式と同じであった。
明代の宗廟建築は，主に洪武，永楽，弘治，嘉靖 4つの時期に 5つの変化がみられる。表 2，
図 2，図 3が示しているように「左祖右社」，「前殿後寝」，「一廟一主」，「九廟制」，「同堂異室」
の特徴がある。
Ⅲ．各分野の宗教建築の研究
本章では中国の宗教建築を扱った各分野の重要研究業績を展望する。
（1）建築学
都市計画分野では，宗教建築が都市における位置づけや都市の全体の構成に対する意義などに
注目し，都市における宗教建築の宅地の基準と分割について考える傾向が強い。布野修司『大元
都市』（2015）は中国都城の理念と空間構造を中心に論述した。同書では中国の帝都，中国都市
論，都城とコスモロジー，都市のネットワーク，中国都城の類型：理念・変異・変容，都市組織
の住居類型とその変容という 6つの中国都城論の問題点と課題をあげた。後の章で，それぞれの
問題点，いくつかの都城の事例を挙げて分析する。宗教建築に関する記述は北京を扱った第 5章
図 3 北京太廟図
（潘谷西『中国古代建築史 第 4巻』，中国建築工業出版社，1999, 152頁）
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である。第 4節「乾隆京城全図」（1750）で王府・衙署・倉・寺廟─四合院の類型と街区分割を
述べている。
陣内秀信・朱自煊・高村雅彦『北京─都市空間を読む』（1998）は中国の首都北京を研究対象
にし，皇帝の都の空間構造，都市空間を読む北京，中庭住宅の建築文化，商業空間のなり立ち，
盛り場の都市建築史，近代都市のレトリック，今を生きる北京 7つの主題から北京の都市空間構
造を究明している。
方法論と観点においては，布野氏の前掲の著書は，まず，「乾隆京城全図」（1750）上の寺廟の
数を確認し，『日下旧聞考』（1788），『北平廟宇通検』（1936），『北京市志稿・宗教志』（1998）な
どの文献史料の記載している寺廟の数と比較した。その結果は寺廟の数はほとんど一致したた
め，「乾隆京城全図」は非常に信頼できる資料であるという結論にいたった（33）。また，文献史料
と地図の比較によって，寺廟の創設年代，数を集計している。立地については，明代寺廟のほと
んどが北京内城に位置し，内城の人工湖の両側に多く分布する。元代寺廟は内城の西と北東部に
集中して分布する（34）。そして，建設主体によって，明代前の寺廟において国家が建設した寺廟
を官建，自宅を寺にした（「舎宅為寺」）のは私建という。清代になると，「官建」と「旗建（35）」
が出てくる。新たな胡同（住宅区）を建設した時に，関羽廟を建設する。最後に街区レベル（民
間信仰）の宗教建築が北京の寺廟の中で最も数多く存在している（36）という結論が出た。
陣内秀信らの著書はイタリアに始まり，欧米に広まりつつある建築類型学・都市形態学の方法
を援用して，建築と都市空間を有機的に結びつけながら捉える。建築が敷地割，街区，街路など
の要素と一体化しておりなされ，集合体としての都市組織（urban fabric）の状態を考察す
る（37）。「乾隆京城全図」に描かれた宗教建築の場所を現地で考察すると，市街地に宗教建築が分
布する密度が日本より高い。精神的中心であったのみならず，地域の文化的中心でもあったと指
摘する。
布野の前掲の著書は「乾隆京城全図」と文献史料から寺廟の全体像を把握した。最後に宅地の
種類によって，類型別で総括する。特に寺廟の宅地の基準と分割を注目する。
陣内秀信らの前掲の著書は，建築から都市全体（周辺の地域まで含めることもできる）まで，
空間の系譜を〈共時性〉としてとらえる。同時にまた，時代ごとに建築やその集合の在り方が変
化していく過程を動的にとらえる〈通時的〉な見方も採用する（38）。つまり，空間軸（横軸）と
時間軸（縦軸）によって構成した三次元の世界の中で，建築の存廃による都市景観の変化プロセ
スを捉えている。手法としては建築分野の専門技術の運用においては，基本街区と四合院の関係
図，宅地基準図，分割パターン図のような計測を重視し，オリジナルな製図作業を工夫してい
た。
建築史学分野では，宗教建築の歴史の流れを着眼して，歴史上の各時期の建築様式の特徴と意
匠を考えるのに特色がある。勇敦楨の『中国古代建築史』（39）（1980）全 5巻は，5人の編者によ
って，中国の原始社会から清代までの古代，近世建築の発展史を概観する。宮殿，宗廟，墓，園
林，住居，宗教建築のみならず，建設技術と建築様式も含めて詳述している。
本書は全体的に歴史の時間軸を主軸にし，各巻は宮殿，宗廟，墓，園林，住居などの起源・発
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展を類型別に論じている。著者らは保存された古代建築と遺跡を実測して得たデータを参照しな
がら，また，本書は実例のない場合は大量の古典史料の引用で補って建築の発展史を究明してい
る。中国の歴史上に出現したあらゆる建築を総括した集大成の著作といえる。特に宗教建築の紹
介は方法論で詳しく述べている。分担執筆する著者らの観点はそれぞれ異なるが，客観的に建築
の発展史とその歴史上の意義を述べている。その共通認識としては明清建築（宗教建築を含め
る）が中国古代建築の発展の頂点に位置するという点にある。
宗教建築に対する研究視点は，古典史料を重視して，宗教建築の発展史を編集していることで
大量の史書，唐詩，地方志，建造法式を引用して各時期の宗教建築の歴史の形成のプロセスに注
目しながら宗教建築のもとの姿を復原する。
建築史は歴史学の様々な史料文献を引用しながら，建築の実地調査，実測を駆使するところに
特徴がある。
建築構造分野では，宗教建築の内部に注目し，建造方法と原理を考える。梁思成『営造法式注
釈』（1983）は宋代の李誡『営造法式』（1103）を一般の人に理解できる現代中国語で注釈した著
作である。もともと『営造法式』は後世に残すために著されたわけではなく，当時一般であった
技法をまとめ，広く設計と見積もりのよりどころを表すために書かれた（40）と考えられている。
上述のように，日本と中国の建築学の代表的な著書をとりあげた。これによって日本と中国が
宗教建築に対する研究の視点の相違点を考えたい。日本の建築学における宗教建築の研究は寺廟
と宅地の全体像，建築の変化に注目する。宗教建築が精神と地域文化の中心であることを主張し
ている。一方，中国の建築学における宗教建築の研究は，建築の発展の原像と木造構造に注目
し，宗教建築が歴史上の都市建設に対する重要性を主張する。さらに，宗教建築の研究によって
中国の伝統的な建築設計の地域性や民族性をも重視する。
（2）歴史学
歴史の分野では，宗教建築の建設の経緯を注目し，宗教建築の建設に影響を与えた歴史的な原
因を考える。斯波義信『中国都市史』（41）（2002）では，歴史のなかの都市，都市のシステム，都
市の解剖図に大きく 3つに分けられている。寺廟に関しては台湾の都市化の中の台南の漢化（42）
として扱っている。
川勝守『中国城郭都市社会史研究』（2004）は，序章が中国江南城郭都市社会史の問題点，第
1部が中国城郭都市の基本性格，第 2部が中国城郭都市の建設と管理行政に関する研究，第 3部
が中国城郭都市社会の研究，第 4部が中国城郭都市の生活と文化に分かれる。中国都市の宗教施
設と都市生活文化の中で宋元時代，南京建康府における仏教・道教寺観などの存在形態と明代，
南京応天府における仏教・道教寺観などの存在形態を述べている。
斯波の著書は，学界が注目している古代以来の帝都である都市（長安，洛陽，北京）以外の中
近世の中小都市に注目する。中国の「県城」（43）レベルの都市を中心に，都市化，商業化，漢化を
歴史的な考察に立ち戻って全体の見通しを掴むという観点を持つ。特に台南にある海運業界の信
仰である媽祖廟と汎商業神である関羽廟の成立は，大陸から台南までの移民による土地開発や商
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業行為によって台南の漢化を加速していることを指摘する。
川勝氏の著書は，南宋，景定『建康志』（1213～1280），元，至正『金陵新志』（1343），明，洪
武『京城図志』（1395），明，嘉靖『南畿志』（1534），隆慶『金陵世紀』（1569），万歴『応天府
志』（1577），万歴『金陵梵刹志』（1607）を引用しながら，南宋，元，明の南京城にある仏教・
道教寺観の存在形態を説明する。方法論としては，上述の地方志に記録されている廟観に関する
記述を列挙し，史料を整理し，各時代に創設された寺廟と道観をまとめる。また，各廟観は何を
祭祀しているかで分類する。荒廃し壊された祠廟を再建することが頻繁にみられることを指摘
し，以下のような結論を導いた。
南京にある仏教・道教の寺廟，道観は大量に存在していた。特に高く聳える仏塔が特徴であ
る。隋唐時代の大伽藍は全く残っていない。宋元時代の建造物も数少ない。多くは明清時代
の寺観である。王朝末期の政治動乱や異民族の侵入による戦火ばかりでなく，都市特有の火
災は平時にも多い。時に雷火もある。地震による倒壊が少ないのは幸いである。そのため煉
瓦積みや石積みの高層塔は存続が確保された。木造は火災に弱い（44）。
歴史学の研究視点は，史料の引用を重視し，大量の史書や地方志を利用しながら宗教建築の実
態を把握する。
（3）都市のコスモロジー
都城のコスモロジー（宇宙観，世界観）とは，都城の立地を選定するために考えるべき要素で
あり，図像学とも関連が深い。その分野では，地域文化，宗教信仰，生活習慣，コスモロジーな
図 4 前漢・長安都城復原図
（鶴間による（49）
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どの要素を強調し，特に宗教建築で地域性を表現できることを重視している。応地利明は『都城
の系譜』（2011）において古代インドと古代中国の都城思想，都城のバロック的展開，18世紀ヒ
ンドゥー世界両端の建築物として都城を分類する。前漢・長安─家産制領域国家の都城で宗廟・
社稷を言及している。
本書では長安を事例として古代中国の都城思想における「左祖右社」の理念を証明する。いわ
ゆる『周礼』に記載の「中央宮闕」に南面して立つ天子の左方に宗（祖）廟，右方に社稷が位置
するとする。ここの宗廟は特殊な宗教建築と見なす。『漢書』（80）の勅命を引用し，漢代初期か
ら皇帝が宗廟と社稷に言及するものが多いが，『史記』（BC.91）と『漢書』が述べる前漢・長安
の建設過程に関する記事には，宗廟と社稷の造営を明記するものはないとする（45）。それにもか
かわらず，宗廟と社稷は王権の権威の源泉であるから，当然最初から存在していたに違いない。
著者はもう一つの史料として『三輔黄図』（301年以前の著作）が述べる「漢，初めに秦の社稷
を除き，漢の社稷を立つ。其の後，また官社を立つ（46）」を挙げる。漢代の建築は秦代の建築物
を踏襲したうえで，その位置を図 4の都城南郊に描かれた正方形の施設の南西端に破線で小さく
記入された「官社」に否定する説が唱えられている（47）。宗廟と社稷の位置は少し南北にずれて
いるが，結局「左祖右廟」の位置関係で配置されていたことになる（48）という説を出す。
都市のコスモロジーが宗教建築に対する貢献は，古代の都城思想（東方の哲学思想と宇宙観を
含める）を出発点として，宗教建築（宗廟建築）に対する影響を考える。
都市のコスモロジーの手法においては，古代思想史に関する史料を引用しながら，都城の復原
図の上に宗教建築（宗廟建築）の位置関係を究明することに重点が置かれる。そのため，ともす
れば史料の引用に偏重しており，地図は説明のその補足として使用されている。
（4）歴史地理学
歴史地理学の分野では，地形図，地籍図，古地図，都市計画図などを利用しながら，分布図や
復原図をつくり，宗教建築の歴史的な変遷を地図で示し，行政，政治などの影響と都市景観の変
貌を考える。時間軸と空間軸を合わせて宗教建築の動的な景観像を捉える。
侯仁之の『北京歴史地図集』（49）（2013）では，北京の歴史建築に関する多角的な情報を収集
し，北京の歴史建築の概観と現存状況の全面的な把握を試みる。
侯仁之の近著『北平歴史地理』（50）（2014）は，北京と自然の地理関係を述べ，歴史の時間軸に
沿って各時代，北京城が政治的な地位の変化と都市にかかわる増築，改築，人口の分布，運河，
水系の変遷を各章で論述する。侯仁之は直接的に宗教建築に関する研究に言及していないが，北
京の都市域の変遷，人口分布の変化，市場の分布の都市歴史地理の分析によって，側面から宗教
建築の分布と都市景観の形成要因の分析に必要な資料や糸口を与えた。
呉承忠・宋軍の「明代北京遊覧型寺廟分布特徴」（51）（2008）は，詩に記されている遊覧型の寺
を分析して，遊覧型の寺が西郊外と内城の西城に集まり，自然景色の名所に分布する特徴があ
る。
宗緒盛の『老北京地図的記憶』（52）（2014）は，北京の内城域と外城域を描いた民国時代の都市
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図や主題図を中心となる地名や時代背景から解読する。そこでは必然的に当時の建物・施設など
の変遷が分析の対象となっている。近代の古地図による北京の都市景観の歴史地理学的な分析に
成功している（53）。宗教建築に関する研究や叙述はないが，民国時代の北京の都市史，都市計画，
都市景観の研究に有用な地図資料を提供する。
藤村健一「上海における仏教の観光寺院の空間構造・性格・拝観」（54）（2016）は，現代におけ
る上海の観光寺院の空間配置と拝観行動を実地調査に通じて述べた。そして，日本の寺院と比較
し，上海の観光寺院への拝観行為の目的は文化財の鑑賞よりも，礼拝して利益ことである相違点
を説明した。
船越昭生の「中国の歴史都市─北京」（55）（1985）は，当時中国の北京に対する歴史地理学の研
究成果を基礎としながら，考古地理学的観点から北京の位置の特質，元の大都の復原，現代北京
の改造の以上 3点を概説している。
歴史地理の方法論は，古地図，史書，地誌，詩などの資史料と実地調査によって，地図化，図
表化して宗教建築の分布，都市景観の変遷を表現し，景観形成の要因を究明する。その宗教建築
に対する研究の視点は，史料の利用と地図上での宗教建築の分布，都市景観の変化の特徴を動的
にとらえることにある。とりわけ，地図，史料の利用と数値データの分析に特徴がある。
その中で地図の処理と史料，位置情報をデータにして分析するところに特色がある。
（5）民俗学
民俗学の宗教建築と信仰に関する主なる研究は以下のとおりである。
松本浩一の「宋代を中心としてみた都市の祠廟の変遷」（56）（2004）は，史料，地誌に基づい
て，現代の台湾における城隍神信仰の性格，宋代の城隍神信仰とその性格，明初の城隍神信仰と
変化を扱って宋代を中心に都市の祠廟の変遷を述べる。
白松強の論文「祠堂から村廟まで：中国の農村地域からみた民間信仰の復興─河北省武安市固
義村における李氏祠堂を事例として─」（57）（2014）は，中国の民間信仰が村落における復興，祭
祀の変容及び新たな信仰実践の誕生を分析している。伝統的な民間信仰から現代までの変容が特
徴である。
中鉢令児「台湾における廟と文化観光─流行化した宗教と地域の賑わいを視点として─」（58）
（2015）は，台湾の媽祖文化を挙げ，一村一廟の現象の歴史を述べ，民間信仰の宗教性と観光業
の連携，地域経済活性化の間の関係を論述する。しかし，媽祖信仰，一村一廟の現象は漢民族の
独自の文化，習慣しか見えない。さらに，関帝信仰は，漢民族の独特の民間信仰である。台湾で
最も多い信者を持っている関帝信仰は本稿では言及していない。中鉢は台湾独特の文化の形成と
国家意識の出現を結論としているが，私はこの見解には賛同しがたい。
矢沢知行の「中国・台湾の媽祖巡礼─その成立・展開・現状について」（59）（2013）は，媽祖信
仰の成立と展開，今日の媽祖廟と媽祖信仰，台湾媽祖巡礼の 3つを考察している。現在の宗教巡
礼を中心に研究した。
都通憲三朗「清代江浙地方の火神廟」（60）（2015）は，中国の各府県の地方志中にみられる寺廟
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や風俗に関する記述を手がかりに清代から民国期にかけての江浙地方における火神廟のあり方に
ついて考察する。第 4章の火神廟の地理的な分布で一覧表を作っているが，それがどこにあるの
かといった分布論ではなく，地図の利用は全くない。
Ⅳ．お わ り に
以上，中国の宗教建築の発展の道筋，及び各分野の中国の宗教建築に関する 1980年代以降の
表 3 各分野の宗教建築の研究
研究分野宗教建築の研究 著作 方法論 参考地図，設計図 主張 注目点 研究手段
建
築
学
建
築
学
都
市
計
画
①内城宗教建築
の分布特徴②宅
地の基準と分割
布野修司『大元都
市』（2015）
①古地図，史料の
利用
②寺廟の数量と位
置を確認
③宅地の基準と分
割図を作成
「乾隆京城全図」
①「乾隆京城全
図」の信頼性
②宅地の基準と
分割パターン
寺廟と宅地の全
体像
分布図，宅
地の基準と
パターン図
の利用
都市空間構造に
おける宗教建築
の位置づけ
陣内秀信・朱自煊
・高村雅彦『北京
－都市空間を読
む』（1998）
建築類型学と都市
形態学の方法論 「乾隆京城全図」
宗教建築が精神
と地域文化の中
心
建築とその集合
の在り方の変化
実地調査，
古地図の利
用
建
築
史
宗教建築の歴史
と発展
劉敦楨『中国古代
建築史』（1980）
時間軸に沿って宗
教建築史の叙述 建築の見取り図
明清宗教建築が
頂点に立つ
客観的，史的な
視点で建築の発
展の原像
史料，図，
表の利用
建
築
構
造
宗教建築の内部
構造
梁思成『営造方式
注釈』（1983） 現代中国語に翻訳木造構造図
建築設計の地域
性，民族性の喚
起
木造構造
古書注釈，
実物測量，
聞き取り調査
歴
史
学
都
市
史
宗教建築に影響
する歴史的原因
斯波義信『中国都
市史』（2002）
歴史の原因で宗教
建築に関する諸問
題の解釈
なし
中小都市の全体
の見通しに重視
すべし
主流以外の中小
都市 史料の利用
歴史上宗教建築
の存廃の実態
川勝守『中国都市
史』（2004） 地誌，史料の分析なし
明清宗教建築が
多い，木造が日
に弱い
史料を重視 地方志の利用
地
理
学
都
市
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
特殊宗教建築
（宗廟建築）の
空間配置関係
応地利明『都城の
系譜』（2011）
史料の分析，質
疑，補佐，究明
前漢・長安都城
復原図
「左祖右社」の
成立
都城思想，コス
モロジー
史料，復原
図の利用
歴
史
地
理
学
宗教建築の空間
分布
侯仁之『北京歴史
地図集』（1988）
史料の分析，地図
で表現
北京歴史地図，
北京古建築分布
図
北京の寺廟の分
布状況
客観的な史料を
重視
②科学的な地図
表現に重視
歴史地図，
主題図の利
用
都市計画の変更
による宗教建築
の遷移
侯仁之『北平歴史
地理』（2014）
史料の分析，地図
で表現
北京周辺地形
図，水系図，商
業分布図など
北京城歴史上立
地の形成，発
展，変遷
①客観的な史料
を重視
②科学的な地図
表現に重視
歴史地図，
主題図のグ
ラフの利用
宗教建築変遷 宗緒盛『老北京地図的記憶』（2014）
史料の分析，地図
で表現
民国時期北京水
系，都市計画，
都城，植被，気
候の主題図
政治，社会情勢
が地図に与えた
影響は大きい
北京の都市地図
の収集と価値
歴史地図，
主題図のグ
ラフの利用
宗教建築の空間
構造・性格・拝
観
藤村健一「上海に
おける仏教の観光
寺院の空間構造・
性格・拝観」（2016）
実地調査 観光地図
空間構造が整
然，観光性が鮮
明，拝観目的は
文化財ではない
空間構造，観光
性・拝観性
実地調査，
比較研究
注：筆者作成。
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諸研究の動向をたどってきた。それらの主要著作を方法論，主張，注目点，研究手段によってま
とめてみた（表 3）。
宗教建築にかかわる研究は建築学の著書は多いが，歴史学と歴史地理学の著書が少ない。さら
に，純粋に宗教建築に焦点を絞る研究と著書は非常に少ないと考えられる。
中国の宗教建築は，道教が 1世紀に大陸で誕生して，道教建築が各地で建設されていったこと
に始まる。仏教は 67年にインドから伝来してきて，仏教建築も中国に輸入された。中国の伝統
的木造建築の影響を受けて現在の寺廟の様式に変容した。また，イスラム教は唐初期から中国に
入ってくる。その宗教建築は回民族系統とウィグル族系統に分けられる。前者が中国伝統的な木
造建築の影響を受けて，仏教建築のように漢民族の建築様式に変容している。一方，後者は突
厥，契丹の建築様式を継承しながら，現在の新疆地域に密に分布している。民間信仰建築は道教
建築と仏教建築の融合によって誕生したものである。敷地面積が小さく，数が多いのが特徴であ
る。最後に宗廟建築は特殊な宗教建築である。宗廟建築の発展によって中国の国家儀式の創始，
改良，完成のプロセスが明瞭化された。
建築学の都市計画における中国宗教建築の研究は，建築の分布，宅地の基準，分割，都市景観
の変化に注目する。建築史は宗教建築発展の源流に注目する。歴史学は宗教建築に関する史料を
解釈し宗教建築の歴史の流れをとらえることを目的にしている。都市コスモロジーの研究は宗教
建築が一定の世界観によって現実のプランとの異同に目を向けた。歴史地理学は宗教建築を研究
対象にして，数，分布を数値，表，地図で分析し，総合的な分析に特徴がある。地図，科学的な
分析に注目している。
中国の宗教建築に関する諸研究を行う上で，宗教建築の復原を継続的にすることが必須であ
る。今後の課題として歴史都市における宗教建築の位置の変遷を示す分布図をつくる。また，宗
教建築の復原分布の平面図のみならず，實清隆・安田敦郎「奈良町の景観変容と景観保存」（61）
（2006），碓井照子「GIS による奈良町の 3次元景観モデル」（62）（2006）のように GIS や 3D など
の技術を利用して北京の宗教建築の三次元の復原図を作成するべきである。さらに，都市景観の
変遷を三次元の視覚体験で明らかにしていく必要があると筆者は考えている。
注
⑴ 牟鐘䦥「試論民族的宗教性和宗教的民族性」『中国宗教』，第 1期，2006, 14頁。
⑵ 建造物，工芸品，彫刻，書跡，典籍，古文書，考古資料，歴史資料などの有形の文化的所産で，我が
国にとって歴史上，芸術上，学術上価値の高いものを総称して「有形文化財」と呼ぶ（文化庁ホーム
ページから引用）。歴史建造物（宗教建築）は有形の文化的所産に分類される。
⑶ 歴代の統治者の祖先を祀る廟。例は北京，南京の太廟。
⑷ 北京の天壇，地壇，月壇，日壇，先農壇。
⑸ 張旭「清朝乾隆時代北京崇文区の宗教建築の分布と景観─「乾隆京城全図」の分析から─」，『史泉』，
122号，2015, 34-48頁。
⑹ 呉良䆴『中国建築与城市文化』崑崙出版社，2009, 15頁。
⑺ 前掲注⑹，14頁，15頁。
⑻ 傅熹年『中国古代建築史・第二巻』，中国建築工業出版社，2001, 539頁，二道教建築第 1～5行，原
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典は『唐会要』巻 50（尊崇道教），865-866頁。
⑼ 「長安と洛陽及び荊，揚，益，蒲などの州に景雲翊聖などの道観を建ち，設計図は朝廷から出す」の
ような勅命が記録されている。傅熹年『中国古代建築史』第二巻，中国建築工業出版社，2001, 539
頁，二道教建築第 2段落，2行目，原典は『唐会要』巻 50（景雲観条）870頁。
⑽ 「碧瓦初寒外，金茎一気旁。山河扶綉戸，日月近彫梁。」碧瓦は瑠璃瓦を指す。原典は杜甫『冬日北謁
玄元皇帝廟』，『銭注杜詩』巻 9，上海古籍出版社標点本，1979, 276頁。
⑾ 『長安志』巻 8，大寧坊条。（中華書局影印『宋元方志』，1990, 117頁）。
⑿ 『唐両京城坊考』巻 3大寧坊太清宮条原注引文，中華書局標点本，1990, 71頁。
⒀ 前掲注⑾。
⒁ 前掲注⑻。
⒂ 劉叙傑『中国古代建築史・第一巻』，中国建築工業出版社，2003, 497頁。
⒃ 勅建した寺院。
⒄ 民間の邸宅を改造した寺院。
⒅ 寺院は国家の農地を占用し，国へ進呈する穀物の量が減少する。また，僧侶も国家に対する賦役，徭
役が免除されるため，さらに，国の財政難に火に油を注いだ。
⒆ 国が僧侶に対する認可書。
⒇ 郭黛䑓『中国古代建築史・第三巻』，中国建築工業出版社，2003, 253頁。
21 前掲注⒇。
22 子院，禅宗は塔頭と呼ぶ，本寺に属する寺院，末寺。
23 前掲注⒇，254頁。
24 『成達文薈』集二。潘谷西『中国古代建築史・第四巻』，中国建築工業出版，1999，全 375頁。
25 ibn-Klinrdādh-bih（820-912），ペルシア地理学者，中国までの道路と海路に関する本を著する。
26 古代西アジア，中アジアから中国まで交通に関わる地理学著書，交通史に関する重要な史料でもあ
る。
27 イルハン朝の第 7代君主ガザン・ハンの勅命（ヤルリグ）によってその宰相であったラシードゥッデ
ィーンを中心に編纂された歴史書である。
28 瑪札：Tughuluk Temer khan mazar（1363-1364），賢者の墓，イスラム教徒の聖地と認める。
29 常青『西域文明与華夏建築的変遷』，湖南教育出版社，1992年，第五章。前掲注24，385頁。
30 前掲注24，第 3章，119頁。
31 前掲注⑻，33頁。
32 儒学を学び，唱導するもの。
33 布野修司『大元都市─中国都城の理念と空間構造』，京都大学学術出版会，2015, 546頁。
34 前掲注24。
35 清代は「旗」を単位として，住宅区を建設する。
36 前掲注34，549頁。
37 陣内秀信・朱自煊・高村雅彦『北京─都市空間を読む』，鹿島出版会，1998, 14頁。
38 前掲注37，14頁。
39 勇敦楨主編『中国古代建築史』，中国建築工業出版社，1980。
40 梁思成『営造法式注釈』，中国建築工業出版社，1983，序言。
41 斯波義信『中国都市史』，東京大学出版会，2002。
42 漢民族の移民と開発による生活習慣の漢民族的な変化。
43 中小都市を指す。
44 川勝守『中国城郭都市社会史研究』，汲古書院，2004, 498頁。
45 応地利明『都城の系譜』，京都大学学術出版会，2011, 218頁。
46 何清谷校注『三輔黄図校注』（史念海主編「古長安業書」甲集之一），三泰出版社，西安．1995, 309
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頁。前掲注24による。
47 劉振東「西漢長安城的沿革与形制布局的変化」，中国社会科学院考古研究所漢長安白工作隊・西安市
漢長安城遺址保管所共編『漢長安城遺址研究』所収，科学出版社，2006, 620-621頁。前掲24による。
48 前掲注24，205頁，218頁。
49 侯仁之『北京歴史地図集』，北京出版社，2013。
50 侯仁之『北平歴史地理』，外語教学与研究出版社，2014。
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